






















































































































































































































































































































































































従属変数 R2 F値 独立変数 偏相関係数

































喜び・期待　　．042 4．　12　＊ 胎児への関わり ．206　＊
子の健康不安　　．109 5．　70　＊＊ コミュニケーション　一．257＊＊胎児への関わり　　．217＊
＊＊＊p〈．OOI　＊＊p〈．Ol　＊p〈．05
への関わり」で説明された（表7）．
考　　察
　今回の研究目的である「親になる意識」の構造
は4因子で構成されていた．第1因子のく自信〉
と第3因子の〈喜び・期待〉には正の相関がみら
れ，共に「親になる意識」の肯定的側面を捉えて
いると考えられた．第2因子のく制約・負担〉と
第4因子のく子の健康不安〉との相関はみられな
かったが，　「親になる意識」の否定的側面と捉え
られる．したがって，親になることは，肯定・否
定の相反する要素を持つことが示唆された．
　夫と妻の比較では，夫は妻に比べく自信〉が高
く，親になる自信を強く抱いていると言える．ま
た，妻は夫に比べく制約・負担〉が高いことから，
親になることは制約を受けることであり負担であ
ると認知している．これは，妻が実際に妊娠・出
産を体験する立場であり，生理的変化を請け負い，
生活上の制約を実際に受けることの影響であると
考えられる．概して，「親になる意識」は，夫は
妻より楽天的，妻は夫より現実的と言えよう．
　「胎児との関係」において夫は，実際に妊娠を
体験しないにもかかわらず，子どもへの関心は妻
と差がなく，妻だけでなく夫も生まれてくる子ど
もの存在を実感していることがわかる．妻におい
て，「胎児への関わり」が夫より高いのは，胎内
に胎児が存在することによって関わる機会が保証
されているから当然のことと考えられた．
　パーソナリティー特性について，　「自律性」は
従来の男性性の特質としての独立や自立といった
価値であり，　「親和性」は，従来の女性性の特質
である愛情や優しさといった価値を表す概念であ
り，また，高い自律性と親和性は，アソドロジ
ニー的な成熟したパーソナリティー特性と捉えら
れている概念でもある9）．Grossmannは男性の
方が女性に比べて「自律性」に優れていることを
述べている7）．本調査では，夫の方が「自律性」
が高く，　「親和性」には差を認めなかった．第1
子を妊娠中の初めて親になる夫婦では，パーソナ
リティー特性の自己認知においても，夫は妻より
自信があり楽観的であると示唆された．
　一方，夫婦関係および胎児との関係とパーソナ
リティー特性の要因間の相関関係をみると，夫で
は成熟したパーソナリティー特性を持つことと，
夫婦および胎児との関係の良さが相互に好影響を
及ぼし合っていた．また，夫では胎児への関心が
深まることで，より胎児へかかわるようになり，
かかわることでさらに胎児存在の実感を強めてい
る状況がうかがえた．妻では自律的なパーソナリ
ティー特性をもつ者ほど夫婦関係が良好であり，
さらに夫婦関係が良好であるほど胎児との関係も
良好であった．つまり，夫ではパーソナリティー
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も夫婦および胎児との関係も全てが相互作用し合
うが，妻では夫婦関係が鍵となることが示唆され
た．いずれにしろ，夫と妻の両方が成熟したパー
ソナリティーを持つことが重要であり，成熟した
パーソナリティー特性は，夫婦および胎児との関
係に好影響を及ぼすと考えられたt
　近年の日本の青年期男女について，自己中心性
の高さや親依存の育児意識が指摘されている10）．
人格的に未成熟な者が夫婦になり親となることは，
夫婦および胎児との関係，さらには親となる意識
にも悪影響を及ぼすことが危惧される．したがっ
て，人格的に未熟な者も親になることを理解した
上で，母子関係のみでなく，夫も含めた家族全体
を視野に入れた養育支援を行うことが求められて
いる．
　親になる意識の4因子を説明する要因を重回帰
分析によって抽出したところ，夫と妻では，それ
ぞれ異なることが明らかとなった．要因問の相関
の結果を考慮すると，夫では夫婦および胎児との
関係とパーソナリティー特性はそれぞれが相互に
関連しながら，特に「親和性」と「胎児存在の実
感」，「自律性」，　「胎児への関心」が親となる
意識の形成に寄与しているといえる，つまり，夫
においては成熟した人格，子どもへの強い関心と
存在の実感が親となる意識の形成に肯定的に関与
するものと考えられた．
　一方，妻では夫婦関係の良さは親になる意識の
否定的側面を軽減していた．また，胎児への関わ
りと胎児存在の実感は親となる意識の肯定的側面
を強化すると同時に，否定的側面の子の健康不安
も強めることがわかった．しかも妻では，妻自身
が自律的なパーソナリティーを持っているかどう
かということが，夫婦関係および胎児との関係に
影響していた．
　本研究では，初めて親になる夫婦を対象とし親
となる意識を分析したが，第2子，第3子をもつ夫
婦では家族関係が複雑になることから，今回の結
果と異なることも予想され，今後更なる検討が必
要である．
結　　語
　本研究では，初めて親になる夫婦の妊娠中の
「親となる意識」について，妻のみならず夫につ
いても別々に分析するとともに，それらの相互関
係について検討を加えた．
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　「親となる意識」は，〈自信〉，〈制約・負
担〉，〈喜び・期待〉，〈子の健康不安〉の肯定
・否定的4因子から構成されていた．夫婦および胎
児との関係において，夫は「胎児への関心」と
「胎児存在の実感」を妻と同程度感じていた．ま
た夫では，成熟したパーソナリティー特性と夫婦
関係および「胎児への関心」，「胎児への関わ
り」は相互に関連し，　「胎児存在の実感」を強化
していた．一方，妻では妻自身がパーソナリテ
ィー特性として「自律性」を備えていることと夫
婦関係が良好であることが関連し，加えて夫婦関
係が良好であることと胎児との関係が良好である
ことが関連していた．さらに，「親となる意識」
への夫婦および胎児との関係の影響に関しては，
夫では成熟したパーソナリティーは「親となる意
識」の否定的側面を軽減し，成熟したパーソナリ
ティーと良好な胎児との関係が「親となる意識」
の肯定的側面を強化していた．妻では良好な夫婦
関係が「親となる意識」の否定的側面を緩和して
いた．夫婦に共通して，成熟したパーソナリテ
ィーは夫婦および胎児との関係に好影響を及ぼし，
親となる意識に肯定的に寄与していた．
　今回得られた結果から，親になる過程は夫と妻
では異なることが明らかとなった．看護援助にお
いては，家族看護の視点から，妊娠期からの夫と
妻の心理的支援の必要性が示唆された．医療従事
者は，自律性や親和性が未成熟な対象に関しても，
妊娠期から継続した親となる過程の発達支援を提
供すること，妊婦と胎児だけに注目するのではな
く，それを支える役割を持つ夫（父親）にも目を
向け，妊婦健康診査などの場において積極的に家
族介入することが重要であると考えられた．
　本研究をまとめるにあたり，ご協力頂きました第1
子を妊娠中のご夫妻に感謝致します．
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